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2 ライオンいわて4月号

釜石ライオンズクラブ 会長  L. 奥山　裕子

復興10年・・・現状　釜石〜

東日本大震災にて釜石ライオンズクラブも
被災しましたが、自身の復旧と並行して、特に
行政の手の届かない部分を中心に復興支援の
お手伝いをさせて頂いてまいりました。

主に、失われた就職のあっせん・仮設店舗
への厨房機器の支援などの直接的な復興に関わ
る奉仕と、亡くなったライオンの慰霊や地域を
活性化させるためのイベントなどの精神的な
支援を中心に、クラブがその時に出来る奉仕
活動を実践してまいりました。

震災から 10 年経過した今、自宅や職場の
再建にバラつきがあるのは顕著ですが、津波に
よる海底の変化により海産物の漁獲高が不安定
な現象はまだ続いており、震災直後に県内の内陸
地方や全国へ移住されたケースも多いため、
人口減少による地域活性化の力不足もあり、
残念ながら地域の全てが復興できたとは言えま
せん。

しかし、震災直後の復旧作業や復興に向け
ての準備・復興途中のメンタルな支援など、
地域の要望と必要とされるタイミングで奉仕で

きたことにより、幅広い人脈や絆が増え、今で
も様々な地域と交流が続いていることを誇り
に思います。

クラブ内では、ライオンやご家族が震災の犠牲
になり事務所も被災し、新規会員数の見込みも
落ち込みましたが、それでも各自分担してクラブ
運営を助け合ったり、少しでも笑顔を増やそう
と楽しい企画を開催したりと、これまで以上に
絆が増えたクラブになったと思われます。

今後の被災クラブに残された課題は、復興
半ばの部分を継続して支援することと風化防止
の努力です。特に風化防止の観点は重要で、
津波によってどう被災したのかではなく、震災後
にどのようにして復旧・復興したのか、どんな
支援が効果的だったのか、ライオンが実践した
その知恵を伝承するべきだと考えています。

今後もご協力をお願いするかと思いますが、
震災以降に当クラブの意思を尊重して一緒に
活動して頂いた皆様、後方支援をして助けて
頂いた皆様に心より感謝いたします。

東日本
大震災から
10年！

シリーズ

（左上）ラグビーWC2019
カウントダウンボード寄贈
（左下）慰霊碑
（右上）震災 10年慰霊の
桜植樹
（右下）鵜住居小・東中学校
開校式の梅苗植樹
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大船渡ライオンズクラブ 会長  L. 菊地　泰二

復興10年・・・現状　大船渡〜

あの大震災から早いもので 10 年が経過致し

ました。

岩手のライオンズクラブの皆様におかれまし

ては、3.11 東日本大震災後、被災地への多大な

ご支援を頂き本当にありがとうございました。

大船渡地域の今の状況といたしましては、私

なりに見ますと街並みの再建もだいぶ進んでき

たのではないかと感じております。

そして、海沿いの堤防による嵩上げ工事も

最終段階になっております。又、防災に関する

意識も高まり、具体的な対応としては市内に

防災会館が建てられ、現在は街の人達の避難

場所として周知されております。

大船渡ライオンズクラブの会員は、それぞれ

の仕事に精一杯励みながら、これからの大船渡

の一助にと、子供達を支える活動を行い、又、

限られた活動範囲内で出来るアクティビティも

行っているところであります。

今現在は、新型コロナウイルスの感染又は

拡大により地元経済も低迷しておりますが、

終息すれば、また賑わいが出るものと思って

おります。又、それに合わせて観光客も戻って

くるものと信じております。

今後も岩手のライオンズクラブの皆様には、

ご指導ご意見の程頂きながら、当クラブでも

より一層の努力をしてまいりたいと思います。

東日本
大震災から
10年！

シリーズ

大船渡市防災センター

復興写真旧屋台村付近 ライオンズ農園

クラブ50周年記念
事業JR大船渡駅前
広場時計塔
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大船渡五葉ライオンズクラブ 会長  L. 佐藤　昌己

復興10年・・・現状　大船渡五葉〜

大震災からこれまで、計り知れないほどの
ご支援を賜り、心から感謝申し上げます。

大船渡市は住まいの早期再建、生業の再生
に取組み、現在は新たな環境での生活に落ち
着きが見られるものの、高齢者の孤立等が問題
となっており、声掛け等の支えあいの重要度が
増しております。

市内では災害公営住宅が 7 地区 25 団地に
801 戸、住宅再建の為の防災集団移転促進事業
は 21 地区に 33 団地 366 戸分、総事業費約 169
億円により平成 29 年 9 月に全ての造成が完成
し、住宅の再建も完了しております。

また、工場やキャッセンモール等、新たな街区
も生まれましたが、各店舗の業況はかなり厳し
くなっております。

震災後の仮設屋台村へ全国から LC メン
バーが訪れ、お酒を酌み交わしながら、時には
寄り添い、時には励まして頂きました事は、本当
にありがたく、今なお忘れることはありません。

次に、多くのご支援の中から、子供たちに
関わることについて報告いたします。市立赤崎
中学校へは平成 24 年からフェリス女学院大学

による校歌復元や合唱指導等が行われ、後に
市内全中学生対象の「フェリス女学院大学復興
支援コンサート」がリアスホールで開催され、
本物の音楽に触れたことは大きな希望となりま
した。また、学校図書約 246 万円分が寄贈され、
ライオンズ図書として活用されております。

赤崎中学校と綾里中学校が統合され令和
3 年 4 月から新たに東朋中学校として多くの
生徒に引き継がれ、毎日書道会書家相原雨雪
氏（福山久松 LC）揮毫による校訓「切磋琢磨」
が石碑に刻まれることになっております。他に
も令和 2 年度４月から市立第一中学校に吉浜、
越喜来、日頃市の各中学校が統合し、これまで
寄贈されたマイクロバスや卓球台等が活用さ
れ、生徒達の大活躍が見られる等、市民にとり
ましても明るい話題になっています。

ここに記載できない程のご支援のおかげで、
学校教育の環境整備が進みました。メンバーの
皆様には、是非、当地を訪れて頂き、まちや生徒
の様子に触れ、さらに激励いただければ幸いで
す。メンバー一同、お待ちいたしております。

東日本
大震災から
10年！

シリーズ

フェリス女学院大学復興支援コンサート

相原雨雪氏揮毫による校訓

ライオンズ図書
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陸前高田ライオンズクラブ 会長  L. 遠藤　健司

復興10年・・・現状　陸前高田〜

震災発生直後、道路が寸断され沿岸地区が
孤立状態の中、県内を始め国内、世界各国の
メンバーから多大なご支援を戴きましたこと大変
有難く感謝申し上げます。

また、いち早くそれらの支援物資を市民の
皆さんに配布できたこと、その後、陸前高田
市内の小中学校へ 1,000 万円相当の備品を寄贈
できたこと、LCIF 資金を活用した高田病院へ
の機械装置寄贈や仮設店舗への調理機器寄贈、
全災害仮設住宅へのカラオケ機械寄贈を行い
市民の皆さんに大変喜ばれた時には、ライオンズ
の仲間の絆や組織力に感動致しました。

2018 年は、当クラブ 45 周年に当たり勧進元
として 60 年ぶりに大相撲夏巡業を行いました。
この事業は、震災から 5 年目、まだ津波の深い
傷跡が残る中で、周辺地域を含む被災地の早期
の復興を願い、沢山の方々に日々の辛さを忘れ
て楽しんでもらいたいという目的で、一般ボラン
ティアを募集し近隣クラブのご協力を得ながら
実行委員会を組織して市民の皆さんと共に作っ
たものです。当日は、18 年 4 月に完成した陸前

高田市総合交流センター｢夢アリーナたかた｣の
こけら落としを兼ね、気仙地区を始め遠方から
いらした約 2,800 名のお客様で ｢夢アリーナ
たかた｣ が埋めつくされました。短い時間でし
たが、現実を忘れたお客様の笑顔と歓声は今
でも忘れられません。同時にメンバーの準備に
かけるエネルギーも驚異的でクラブの団結力も
強まりました。

あっと言う間の 10 年でしたが、市内の嵩上げ
工事も終わり、商業施設や公共施設、道路等
のハード面はほぼ完成したとはいえ、震災前
23,000 人の市の人口が 18,000 人に減少した今、
定住人口や交流人口の増加や地域コミュニティ
の再構築、空き地の活用など多くの課題が残っ
ています。

当クラブでは、今後も薬物乱用防止講演会や
福祉施設での環境整備事業など地域に根ざし
た継続事業、交流人口を増やす事業などを通し
次代をになう子供達の健全育成と町の活性化を
図っていきたいと思います。

東日本
大震災から
10年！

シリーズ

大相撲夏巡業 震災直後の様子

現在の陸前高田市
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候補者名　L. 髙
た か は し

橋  寛
か ん

所　　属　2R2Z　和賀ライオンズクラブ
生年月日　1951 年 4 月 15 日生（69 歳）
自宅住所　〒 024-0331　北上市和賀町横川目 12-37-11
勤 務 先　株式会社横川目電業
　　　　　〒 024-0331　北上市和賀町横川目 12-37-8
　　　　　電話 0197-72-2718　FAX 0197-72-2719
役 職 名　代表取締役
学　　歴　東京電機大学
家　　族　妻　麗子

　ライオン歴

1987年10月入会
1995年７月〜1996年６月　クラブ幹事
2000年７月〜2001年６月　キャビネット副幹事／国際会長感謝状
2007年７月〜2008年６月　クラブ会長
2011年７月〜2012年６月　キャビネット幹事／国際会長アワード リーダーシップ・メダル
2012年７月〜2013年６月　国際会長感謝状
2013年７月〜2014年６月　会員理事
2014年７月〜2015年６月　2R2Z ゾーン・チェアパーソン／国際会長感謝状
2016年７月〜2017年６月　CN50周年大会委員長
2017年７月〜2021年６月　GMT地区コーディネーター

　L. 髙橋　寛の紹介

　L．髙橋寛は，1987 年 10 月に和賀ライオンズクラブに入会しクラブ会長の他、キャビネット幹事、
2R2Z ゾ－ン・チェアパ－ソン、和賀 LC CN50周年大会委員長を歴任しております。
　また 2017 年から今年度まで 4 年間 GMT 地区コ－ディネ－タ－を務めてまいりました。
　2011 年東日本大震災の年には復興支援のため、故髙橋晴彦ガバナーのもと、キャビネット幹事
として地域社会支援のためライオンズクラブとして被災地を何度も何度も訪問して活動してまいりま
した。
　その中でも、沿岸のライオンズクラブ皆様の思いと協力のもと一緒になり、釜石・大船渡・陸前
髙田に屋台村を作り上げました。
　ライオンズクラブ会員が減少するなか、屋台村に参加された方々に支部会員になっていただき
会員増強にもつなげてきました。
　地域では現在、北上職業訓練協会会長として各業種別の職業資格取得の講習会や後継者育
成指導のために工業高校へ出前授業の指導も行っております。
　さて、このたび 332–B 地区第二副地区ガバナーに立候補をする事になりました。
　次年度は第二副地区ガバナーとして、地区ガバナー、第一副地区ガバナーを全力でサポ－トし、
今まで培ったライオンズ精神とリ－ダ－シップを発揮する事を確信しております。
　和賀ライオンズクラブと致しまして L. 髙橋寛を会員一丸となって支援いてまいりますので、332–B
地区皆様のご支援と・ご協力を心よりお願い申し上げます。

（和賀ライオンズクラブ　会長　L. 高田　聖宜）
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当クラブは 1968 年に結成され、現在、家族会員含めて会員数は 49 名です。最近、入会者が

少なく、年々高齢化してきているのが現状です。そのため、活動状況をマスコミへ PR して

多くの方にライオンズの活動について少しでも理解してもらうように心がけ、入会の推進を図っ

ているところです。

当クラブの活動は月 2 回の例会、公園の清掃活動、献血活動、青少年の健全育成活動等

幅広く実施していますが、ひとつユニークな活動を紹介いたします。それは一昨年から野菜

作りに取り組んでいることです。畑は会員の所有地４畝ほど無償で借用、会員が耕うんから

種蒔き、肥料振り、消毒、草取り、収穫、販売まですべて行っています。そこに「ライオンズ

農園」という看板を掲げ町民の目に留まるようにしています。昨年は、じゃが芋、さつま芋、

枝豆、玉ねぎ、大根を栽培しました。販売は、主に町民が多く集まる 11 月 1 日の「ひらいず

み産業まつり」時に行い、ワンコインで品物が安かったこともあり町民に大変喜ばれました。

購入者からは是非来年も実施して欲しいとの声も寄せられました。　　　

約半年間に亘って労働した割には売り上げ金額が少なかったのですが、多くの方に喜ばれ

たことが良かったと思っています。12 月には「反省会と慰労会」を行いました。売り上げの

少なかった原因は土が畑用に馴染んでいなかったこと、肥料不足、日頃の見回りが不十分だっ

たこと、大サービスで販売したことなどが挙げられ大いに反省する事ばかりでした。来年は

反省を踏まえ良いものを収穫することを確認しました。活動を通じて、会員同士の一層の

交流が図られたことと野菜づくりの勉強になったことが良かったと思います。　　

なお、売上金 31,277 円は、全額町内の障害者施設に寄付させていただきました。

これからもこういった地元に奉仕する活動をし、地元から愛されるクラブを目指して頑張って

行きたいと思っております。

会　長　　L. 千葉　秀樹

クラブ
紹介 平泉ライオンズクラブの紹介
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会議

ＦＷＴセミナー（WEB開催）を
振り返って

FWT は日本ライオンズの多様性の確保と次世代への継承を目的とし、
女性及び家族会員の増強と育成を担っていることはご承知のとおりです。

FWT セミナー開催にあたり現在のコロナ禍のなか、これまでの通常
開催では困難なことから 332－B地区初の「会場と WEB 配信による同時
開催（ハイブリット方式）」を行うことになりました。

WEB 配信にあたり 332－B地区での FWT 活動の推進について地区
FWT コーディネーター L. 立花かおりには準備期間が短いなかでご協力
をいただきましたことに感謝申し上げます。

WEB 配信の実務を通じて「WEB 開催のみ」と「会場と WEB 開催同時」
では難易度が人員や機材等も含め大きく変わることを実感いたしました。
どのようにしたら会場と WEB 参加者が一体感になれるのか？を基本と
して計画した結果、1．FWT コーディネーター発表の様子、2．発表す
る資料の表示、3．会場参加者の様子、4．WEB 参加者の様子、5．質疑
応答の音声切替の 5 つの項目を満たす為に 3 台のカメラの使用、映像切り
替え機を用いて現地と会場が違和感なくセミナー参加できるよう計画を
進めました。

セミナー終了後に参加者へ WEB アンケートを実施しましたが、FWT
セミナーの主題である 1．こどものみらい古本募金、2．タンスに眠る外貨
の活用（ポケットチェンジ）、3．ヘアドネーションについて、80% 以上
の方から理解できたという回答を得られたということが大きな収穫とな
りました。

一方、反省点として、WEB 参加者から質疑応答があった際、音声の
ハウリングが発生し音が聞き取りにくいという意見を多くいただいてお
ります。音響に関しては、セミナー会場の音響設備と WEB 配信を行う
持ち込み機材の事前チェック、もしくは事前に十分な時間を確保した
リハーサルを設けることが必要ということがわかりました。今後もコロナ
禍が続くと思われる中、次回の WEB 配信によるセミナー開催につなげる
為にも、技術的な引継ぎ事項をまとめてお伝えしたいところであります。

ライオンズクラブ会員の皆さまには、コロナ禍で各種行事が中止され
る中、WEB 配信による参加で、332－B地区の活動領域の幅を広げるこ
とを期待してご報告と致します。

地区 IT・PR 情報委員長  L. 柴田　祥悦
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会議

［アンケート結果のお知らせ］
こどもみらい古本募金の
活動内容について

（24件の回答）

4.2%
12.5%

83.3%

理解できた
難しかった
どちらとも言えない

古本寄付について
（24件の回答）

58.3%

8.4%

協力しようと考えている
今のところ考えていない
どちらとも言えない

タンスに眠る外貨の
活用について

（24件の回答）

12.5%

87.5%

理解できた
どちらとも言えない

33.3%

ポケットチェンジに
ついて

（24件の回答）

50%

20.8%

協力しようと考えている
今のところ考えていない
どちらとも言えない

29.2%

ヘアドネーション
について

（24件の回答）

20.8%

79.2%

理解できた
どちらとも言えない

ヘアドネーション
送付について

（24件の回答）

41.7%

20.8%

協力しようと考えている
今のところ考えていない
どちらとも言えない

 WEB開催について
（24件の回答）

 WEB参加について
（24件の回答）

87.5%

今後もあった方がいい

反響が酷く、何を言っているのか
全く解らなかった

声が聞き取れない時がある
音声が聞き取りにくい。その点が
改善出来れば開催してもいいと思う

問題なく参加できた

職場だったので、スマホで参加しましたが、、、
イヤホンを持ってくるべきだと思った

上手く参加できなかった
音声が聞こえづらかったので、その為に内容的
にもあまり理解できないところがあった

85%
37.5%

地区 FWT コーディネーター
L. 立花かおり
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3 月のアクティビティ
1R1Z

盛岡LC

23日 NPO法人こどものみらいプロジェクトゆめドリ支援

23日 日影門緑地公園に「英文併記案内標識」張替

23日 ひかりの箱募金

24日 FWT こどもの未来古本募金

25日 LCIF 献金　キャンペーン 100

31日 FWT タンスに眠る外貨の活用

盛岡不来方LC
24日 不来方ライオンズ文庫へ図書寄贈

26日 LCIF献金　キャンペーン100

盛岡中津川LC ー

盛岡観武LC

1月25日
2月25日 直接献血

10日、20日 ヘアドネーション

24日 ひかりの箱募金

盛岡南LC

17日 ひかりの箱募金

24日 手で見る博物館へ「月の模型」寄付

24日 LCIF献金　キャンペーン 100

26日 使用済み切手　2577 枚送付

28日 FWT こどもの未来古本募金

31日 FWT タンスに眠る外貨の活用

滝沢LC
4日 ヘアドネーション

23日 滝沢中央小学校に図書カード寄贈

玉山姫神LC ー

1R2Z

二戸LC

19日 LCIF$100献金　キャンペーン100

19日 ひかりの箱募金

31日 FWT タンスに眠る外貨の活用

西根LC

8日、9日 東日本大震災復興１０年支援ゴルフコンペと東日本大震災の犠牲者への慰霊参拝

17日 チャリティーオークション（事業資金獲得）

18日 FWT こどもの未来古本募金

22日 西根 LC 寄附車輛贈呈式

22日 ひかりの箱募金

安代LC 26日 ひかりの箱募金

2R1Z
花巻LC 18日 金星少年少女オーケストラ１０周年記念コンサート支援

紫波LC

7日 ペットボトルキャップ回収・寄付

9日 にいやま荘・百寿の里へタオル寄贈

31日 ひかりの箱募金

石鳥谷LC ー

花巻東LC 24日 ひかりの箱募金

矢巾LC
19日 すくすくネットワーク巡回指導

19日 ライオンズ庭園の清掃と看板の文字修繕

2R2Z

北上LC

2月 資源回収リサイクル

9日、29日 FWTこどもの未来古本募金

15日 LCIF$1000献金　２件

25日 FWTタンスに眠る外貨の活用

29日 使用済み切手　2000枚送付

29日 ひかりの箱募金

和賀LC

2月24日 FWTタンスに眠る外貨の活用

2日 資源回収交付金　（事業資金獲得）

5日 資源回収

18日 献血推進活動

18日 アイバンク登録

18日 ひかりの箱募金

23日 FWT こどもの未来古本募金

29日 使用済み切手　9516 枚送付

北上国見LC

2月28日 献血推進活動

11日 東日本大震災10年　追悼献花

17日 LCIF$1000 献金　２件３口

23日 北上市手をつなぐ育成会

31日 FWT タンスに眠る外貨の活用

江釣子LC

2月10日 資源回収

2日 資源回収補助金（事業資金獲得）

11日 東日本大震災10年　追悼式

13日 こども食堂

13日 薬物乱用防止講座

14日、21日 献血推進活動

3R1Z

水沢LC
7日 献血推進活動

29日 国際地球デー　桜の苗木の植樹祭

江刺岩手LC 22日 ひかりの箱募金

前沢LC

18日 小学生6年間皆勤賞表彰式

18日 使用済み切手　4720枚送付

21日 献血推進活動

水沢中央LC

2月26日 勤労学生表彰

17日 LCIF$1000 献金

18日 FWT タンスに眠る外貨の活用

18日 FWT こどもの未来古本募金

19日 ひかりの箱募金

23日 使用済み切手　13999 枚、ハガキ 16 枚送付

26日 ヘアドネーション

金ケ崎LC

10日、17日 小学校6年間無欠席表彰

22日 使用済み切手　2232 枚送付

25日 ライオンズクラブ青少年スポーツ振興補助事業

30日 ひかりの箱募金

30日 FWT こどもの未来古本募金

31日 FWT タンスに眠る外貨の活用

胆沢岩手LC

4日 直接献血

9日 奥州市胆沢区内小中学校優良児童表彰

20日 ライオンズ国際平和ポスター・コンテスト参加賞贈呈

3R2Z

一関LC

7日 献血推進活動

24日 交通安全旗の寄贈

26日 ひかりの箱募金

平泉LC
9日 ひかりの箱募金

25日 献血推進活動

花泉LC 9日 新入学児童へランドセルカバー贈呈

一関中央LC

2月7日 献血推進活動

3日 新入学児童へランドセルカバー贈呈

11日 東日本大震災 10 年合同慰霊祭

22日 使用済み切手　1000 枚送付

一関厳美渓LC 28日 献血推進活動

4R1Z

千厩LC

10日 新入学児童へランドセルカバー贈呈

18日 ひかりの箱募金

20日「いちのせきメモリアル花火―祝卒業」後援

22日 ４R1Z 共同 ACT「幼稚園・保育園にバスタオル寄贈」

31日 FWT タンスに眠る外貨の活用

大東岩手LC

9日 新入学児童へランドセルカバー贈呈

22日 ４R1Z 共同 ACT「幼稚園・保育園にバスタオル寄贈」

26日 ひかりの箱募金
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会  員  動  向

○ 2021年3月 LCIF ＄1000献金
クラブ名 会員氏名 MJF回数

北上 LC L. 阿　部　　　豊 1

北上 LC L. 菅　原　好　昭 10

北上国見 LC L. 菊　池　徳　男（2 口） 10

北上国見 LC L. 照　井　寛　幸 5

水沢中央 LC L. 村　上　　　孝 11

○ 3月 新入会員一覧 　
クラブ名 会員名（新入 / 再入 / 転入）

滝沢 LC L. 三　浦　結　輝

和賀 LC L. 髙　橋　俊　紀

北上国見 LC L. 菊　池　真　武

水沢 LC L. 髙　橋　　　寛

千厩 LC L. 及　川　秀　樹

千厩 LC L. 佐　藤　知　子

千厩 LC L. 照　井　洋　子

千厩 LC L. 芳　賀　吉　弘

訃 報

大船渡五葉 LC

故 L. 磯谷千代子　享年 80 歳
（家族会員）3月 23 日ご逝去

　水沢中央 LC の事務所が移転しました。
　〒 023-0818　奥州市水沢字東町 4
　水沢商工会館ビル  3 階

東山LC
26日 新入学児童へ黄色い帽子とランドセルカバー贈呈

26日 ４R1Z 共同 ACT「幼稚園・保育園にバスタオル寄贈」

藤沢岩手LC 3日 町内３こども園に「ひなあられ」贈呈

川崎岩手LC
11日 ひかりの箱募金

26日 ４R1Z 共同 ACT「幼稚園・保育園にバスタオル寄贈」

室根LC

10日 新入学児童へランドセルカバー贈呈

22日 ４R1Z 共同 ACT「幼稚園・保育園にバスタオル寄贈」

25日 ひかりの箱募金

25日 LCIF 献金　キャンペーン 100

4R2Z

大船渡LC

10日 ひかりの箱募金

16日 336C 福山久松 LC と合同、赤崎中学校陸上部へユニフォーム贈呈

31日 東海新報社文化基金顕彰式協賛金

31日 せきれいの会助成金

31日 声の図書館の点検と整備協力

陸前高田LC

11日 鎮魂の碑清掃・献花

11日 ひかりの箱募金

23日 使用済み切手　650 枚送付

31日 FWT タンスに眠る外貨の活用

住田LC
20日 音声ボランティア「リボン」活動助成

31日 FWT タンスに眠る外貨の活用

大船渡五葉LC 24日 LCIF$1000 献金、LCIF$20 献金

5R1Z
宮古岩手LC ー

久慈LC

2月4日 ライオンズ国際平和ポスター・コンテスト

9日 スポーツ・文化に優秀な成績者を表彰

28日 桜の木テングス病駆除作業

陸中宮古LC ー

田野畑LC ー

岩泉龍泉洞LC 1月12日 LCIF$20 献金

5R2Z

釜石LC
11日「鎮魂の碑」周辺清掃と花壇整備

23日 ひかりの箱募金

遠野LC 10日 障害者施設支援リサイクル品の回収

釜石リアスLC
25日 ひかりの箱募金

25日 使用済み切手　1000 枚送付

大槌LC
12月15日 歳末助け合い募金

11日 東日本大震災追悼

陸中山田LC 11日 東日本大震災追悼式、献花

ライオネスクラブ

西根LS
17日 チャリティオークション

18日 FWT こどもの未来古本募金協力

レオクラブ

盛岡LEO

6日 ひかりの箱街頭募金　贈呈

6日 カレンダー益金　岩手県ユネスコ協会連盟に贈呈

6日 カレンダー益金　盛岡ユネスコ協会に贈呈

6日 カレンダー益金　岩手県ユニセフ協会に贈呈

石鳥谷LEO ー

北上LEO 26日 FWTこどもの未来古本募金協力

一関二高LEO ー

釜石LEO ー

盛岡観武 LC

故 L. 矢羽々睦子　
享年 81 歳
3 月 7 日ご逝去

お  知  ら  せ

お詫びと訂正
3月号の記事に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
　　●P8　　 ×   LL. 千葉　優　　　LL. 小野寺正倫
　　　　 　  ○     L. 千葉　優　　　  L. 小野寺正倫
　　●P15　　LCIF$1000 献金　 ×1 月　　○ 2 月
　　　　　　　　 L. 佐藤民生　 × 2 回　　○ 6 回
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アクティビティ フォトグラフ

   2021年3月11日にはある程度コロナが終息し、三陸沿岸
地域は観光客で賑わい、東日本大震災からの復興を目指し元気
に活動している姿を、全国にお見せできると楽観視しておりま
した。しかし、ウィルスの脅威は想像以上で思い描いていた10年
の節目とは違い、複雑な心情で今春を迎えております。それでも

各クラブの皆様から沢山のアクティビティ活動報告や写真、投稿を頂き
ライオンいわてを4月号まで無事出版できました事、心より厚く感謝を申し
上げます。5月の年次大会は規模縮小開催となりますが、久しぶりに332-B
地区の一同が会する機会となりそうです。参加できるライオンはまだ一部
ですが、着実に回復へ向かっていると実感しています。今年度残り2回の
ライオンいわても、引き続きご愛読頂けると、幸いに存じます。
　　　　　　　　　　　　　　　  編集委員　L. 菅原　浩（北上国見LC）

表紙の説明：北上市立公園展勝地
　展勝地は青森県弘前公園の桜や秋田県角館の桜と並んで「みちのく三大桜名所」
にも数えられるほどの東北を代表する一大名所。北上川に沿って約１万本の桜の
木々で彩られます。さくらまつりの期間は北上川を渡るように鯉のぼりが流れ
遊覧船を運行させます。また、桜のトンネルをノスタルジックな観光馬車が走り、
夜にはライトアップさせ幻想的な桜模様を演出します。

発行　2021年4月26日

ライオンズクラブ国際協会332-B地区　キャビネット事務局
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発 行 人：L. 菊池　徳男（北上国見LC）　　
編 集 長：L. 佐々木　正幸（北上国見LC）　　　 
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慰霊碑黙祷、献花 慰霊碑周辺清掃と花壇整備 慰霊碑清掃と献花

ランドセルカバー贈呈 献血推進活動 青少年スポーツ振興補助金交付式

交通安全街頭活動 ひかりの箱募金 ランドセルカバー贈呈

釜石LC 陸前高田LC

花泉LC 水沢LC 金ケ崎LC

東山LC 千厩LC 大東岩手LC


